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1 は じ め に

会津盆地におけるササニシキ栽培は,近年増加の一途を

たどり,作付率で50%に および作付面積では9,lXXl ha程 度

に達している。しかし,ササニシキ裁培においては基肥多
肥による過繁茂やいもち病の発生 ,追月巴多肥による下位節

間 稗長の伸長による倒伏が栽培を困難にする大きな要因
として指摘されてきた。これらの問題を解決し,期待され

る生育量を確保するための一手法として,生育中期の生育

を抑制した分施型施肥法 (基肥少肥 +生育後期窒素追肥 )
について検討 した。

2 試 験 方 法

強粘土型グライ■tlである会津支場水日において,表 1

に示す区構成により,昭和52年 ～53年度の 2カ 年にわたり

試験を行つた。苗は稚苗を用い,移植は昭和52年度が 5月

10日 ・昭和53年度が 5月 15日 ,栽植密度は30X12御 (278

株ノイ″)を 目標として機械植えて行った。

表 2 生 育  収 量

注 堆肥 150し/a

3 試 験 結 果
1 生育 収量について
分施型施肥と基肥重点施肥 (会津盆地の標準施肥体系,

以降は基肥型とよぶ )間における収量構成要素を比較して

みると,分施型は基肥型に比べ穂数が約10～20%程度少な
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注 倒伏は,倒伏程度 (0～ 4ま での 5段階 )X倒伏面積 (%)
等級は,食糧事務所検査 ,1日等級による。

倒伏程度

くなるが,千粒重 登熟歩合は高く一穂の着粒数について  ・基肥型で大きな差はなく,すべて 3等級 (過去の検査等
も多くなる傾向がみられた。単位面積当りの粒数について  級 )と なり,追肥による米質の低下はみられなかった。
は,分施型施1巴では穂数が少なくなったかわりに一穂着粒   これらから,基 1巴型が分施型施肥と比較した場合,穂数
数が増加したが,基肥型に比べ粒数の確保 |ょ少なくなった。  型的な収量構成要素をとるのに対 して,分施型では穂重型
食糧事務所が行った玄米の品質検査の結果では,分施型  的な収量構成要素をとる特徴が認められた。

表 1 区の構成
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図 1に よると,茎数の推移は若千年次変動がみられたが

基月巴施肥量のちがいによって分げつ数はことなり,基肥量

が多IIEであれば有効茎歩合はある程度低下するものの,穂

数の確保は容易になつている。

図 1 茎数の推移

2 養分吸収について
図 2の乾物増加速度からわかるように,施肥型によつて

増加速度に差がみられた。 とくに,8葉期～幼形期の乾物
増加速度から幼形期～出穂期への乾物増加速度への推移で

は,基肥型はほぼ同程度かやや上昇気味に推移 しているの

に対 し,分施型では急激な上昇となっており,幼形期をさ

かいにして乾物増加速度が基肥型と分施型とで入れ替わっ

ている。窒素吸収速度についても乾物増加速度と同様に,

8葉期へ相穂期にかけての窒素吸収速度と幼形期～出穂期

の吸収速度の推移は,基肥型では8葉期～幼形期の吸収速

度が吸収の ti― 夕になったのに対 し,分施型は幼形期～出

穂期の吸収速度がピータとなっている。また,昭和53年度

の腋 3 EXIの 吸収速度の推移をみると, 8棄期～幼形期に吸

収のビークがあらわれており,昭和53年度の場合には,基

月じ03り/a以上において基肥型的な吸収を示したと考えら
れる。

3 養分吸収と構成要素
図 4か ら一穂当りの 2次枝梗粒と幼形期～出穂期までの

窒素吸収速度 とのあいだに相関がみられ,分施型施肥法に

おける一穂着粒数の増加は窒素吸収量の増大によつている

ことがわかる。同様に図 5では,幼形期～成熟期までの窒

素吸収速度 と千f_7重が結びついており,幼形期勺賞熟期ま

での窒素吸収量の多い分施型施肥で千粒重が重くなつてい

る。
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4 ま

基1巴少肥 +後期窒素追B・Lの分施型施肥法は,倒伏の軽減
と単位面積当りの穂数減を,千粒重 登熟歩合・―穂粒数
で補う有効な施肥法として期待される。

今後の問題として,地帯別 栽培手法別の適性基lle量の
把握と,栄養診断を用いた追肥時期および量の正確な把握

が必要であると考えられる。
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図2 乾物増加速度の推移
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図3 窒素吸収速度のIIt移


